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我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
本
年
五
月
二
十
七
日
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
同
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
議
に
出
席

し
た
際
、
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
「
帰
属
問
題
は
日
本
と
中
国
の
当
事
者
同
士
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
結
論
を
見
い
だ
し
て
も
ら

い
た
い
」
旨
発
言
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
鳩
山
総
理
の
発
言
に
対
し
、
翌
二
十
八
日
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
記
者
会

見
で
「
尖
閣
に
領
土
問
題
は
な
く
、
（
中
国
と
の
）
議
論
の
余
地
は
な
い
」
旨
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、

質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
鳩
山
総
理
の
発
言
は
、
正
確
に
は
ど
の
様
な
内
容
で
あ
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
五
年
十
一
月
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
三
第
三
九
号
）
を
含
む
過
去
の
答
弁
書
に

よ
る
と
、
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
、
ロ
シ
ア
と
の
間
の
北
方
領
土
問
題
、
韓
国
と
の
間
の
竹
島
問
題
の
二
つ
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
い
て
も
右
の
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

三

前
文
で
挙
げ
た
岡
田
大
臣
の
発
言
の
通
り
、
尖
閣
諸
島
を
巡
り
、
我
が
国
は
い
か
な
る
国
と
の
間
に
も
領
土
問
題
を
抱
え

て
い
な
い
と
承
知
す
る
が
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

前
文
で
挙
げ
た
全
国
知
事
会
議
に
、
鳩
山
総
理
に
随
行
し
た
総
理
秘
書
官
は
い
た
か
。
特
に
、
外
務
省
か
ら
出
向
し
て
い

一



る
総
理
秘
書
官
は
随
行
し
て
い
た
か
。

五

四
で
、
前
文
で
挙
げ
た
全
国
知
事
会
議
に
、
外
務
省
か
ら
出
向
し
て
い
る
総
理
秘
書
官
が
鳩
山
総
理
に
随
行
し
て
い
た
の

な
ら
、
鳩
山
総
理
が
前
文
に
お
け
る
発
言
を
し
た
際
に
、
正
し
い
政
府
見
解
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
メ
モ
を
入
れ
る
等
の
対
応

を
取
っ
た
か
。

六

五
で
、
そ
の
様
な
対
応
を
取
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
総
理
秘
書
官
と
し
て
の
職
務
怠
慢
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に

該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


